




























第 1 章 ｢地域自治組織｣ にみる新たな地
域コミュニティ
第 2 章 ｢集落営農｣ にみる地域ビジネス
と地域扶助
第 3章 農山村を引っ張る ｢女性起業｣
第 4 章 ｢地域型社会的起業｣ の台頭―住
民出資で自立に向かう



























































































































































んの会｣ があり､ 除草に羊を利用せず､ 羊毛
















































































する｡ たとえば､ 島根県でみても､ 繊維 (衣










































































ろう｡ 松永も ｢2000 年以降､ 基礎自治体の
産業政策は地域の実情に応じて大きく変わり
つつある｡ ……従来の 『上から』 政策とは異

























が､ 私たち自身の問題である｡ とりわけ､ 地
域とは何であるのか､ このことを考えてみる
べきなのである｡ 産業と生活の関係､ そこに
地域を入れ､ 助け合い､ 支え合い､ をどのよ
うにして地域内で完結させるのか｡
そこに必要なのは､ 経済的論理だけではな




会のかなりの部分は､ 必ずしも 『見返り』 を
期待しない贈与や相互扶助の行動で成り立っ
ている｣ と指摘する｡ かといって､ 見返りを
松永桂子 『創造的地域社会―中国山地に学ぶ超高齢社会の自立―』 75
期待しない非営利的親切行為だけでも､ わた
したちの社会は成り立ってゆかないのである｡
｢地域ビジネス｣ という概念を松永が上げて
いるのもそのためである｡ ただし､ そうした
地域ビジネスを息長く継続させる原動力は市
場原理的思考だけではなく､ 自分たちの地域
への思いであることは間違いがない｡ そうし
た地域ビジネスの有力な主役が女性であるの
もまた､ そうした地域ビジネスのあり方を示
唆しているのである｡ そこにこそ､ わたした
ち都会に住む者たちが見失いがちの ｢先進性｣
―かつては当たり前であったろうが―がある
ともいえよう｡ 条件が不利な中山間地だから
こそといってしまえば､ だれも自ら有利な条
件を選ぶことができなかったといわれそうだ
が､ それゆえに､ あるいはそのために多くの
工夫が生まれたともいえる｡ 松永が上げた事
例の多くはこのことを示唆している｡ 松永が
提出したいくつかのモデルが果して四国､ 九
州､ そして東北などの地でどのような活用さ
れるのか｡ 今後の課題はそこらあたりにある
ように思われる｡
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